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昭
和
三
十
五
年
の
夏
休
み
に
冷
房
完
備

で
な
い
大
学
の
教
室
で
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
な
じ
ん
で
な
い
図
書
館
学
の
講
義
を
猛

暑
と
闘
い
な
が
ら
私
は
聞
い
て
お
り
ま
し

た
。
当
時
の
館
界
の
大
先
輩
が
熱
心
に
語
っ

て
下
さ
っ
た
講
義
よ
り
も
、
暑
か

っ
た
日
々

の
こ
と
が
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
る
司
書
講

習
の
時
か
ら
も
う
三
十
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。

当
時
の
私
は
母
校
の
高
等
学
校
の
学
校

司
書
を
し
て
お
り
、
学
校
司
書
制
度
の
法

制
化
を
す
す
め
る
た
め
、
仲
間
と
と
も
に

司
書
実
務
研
究
会
を
結
成
し
て
、
研
修
会

を
開
催
し
た
り
、
教
育
委
員
会
に
要
望
書

を
提
出
し
た
り
、
学
校
図
書
館
研
究
集
会

で
実
践
報
告
を
行
っ
た
り
し
て
お
り
ま
し

た
。
司
書
講
習
に
は
自
分
た
ち
の
実
力
を

付
け
る
こ
と
が
目
的
で
、
研
究
会
の
仲
間

と
と
も
に
夏
休
み
を
利
用
し
て
の
受
講
で

し
た
。
私
た
ち
が
三
十
年
前
に
要
望
し
た

学
校
司
書
の
法
制
化
は
今
日
で
も
ま
だ
実

現
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

私

は
そ
の
後
、

大
阪
市
に
中
央
図
書
館
が
開
館
さ
れ
た
の

に
と
も
な
い
、
本
格
的
な
図
書
館
の
仕
事

を
経
験
し
た
い
た
め
に
公
立
の
図
書
館
に

異
動
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
七
年
に
わ

た
り
私
を
育
て
て
く
れ
た
学
校
図
書
館
を

離
れ
る
こ
と
に
は
、
大
き
な
決
断
が
と
も

な
い
ま
し
た
。

公
立
図
書
館
に
移
っ

て
か
ら
ま
も
な
く

「中
小
レ
ボ
ー
ト
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
本
に
よ
っ

て
司
書
講
習
で
学
ん
で
き

た
成
果
を
発
揮
す
る
機
会
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
と
く
に
東
京
都
下
の
都
市
の
図
書

館
が
こ
れ
を
実
践
し
て
、
成
果
を
あ
げ

て

い
る
こ
と

に
非
常
に
感
動
し
た
こ
と
を
覚

え
て
お
り
ま
す
。

や
が
て
私
が
勤
め

て
お
り
ま
し
た
大
阪

市
の
図
書
館
分
館
に
も
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を

と
り
入
れ
る
時
が
き
ま
し
た
。
昭
和
三
十

九
年
に
着
任
し
た
館
長
が
こ
の
本
の
推
進

者
だ
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
時
は
貸
出

奉
仕
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
図
書
館
の
活

性
化
を
目
ざ
し
て
検
討
の
結
果
、
ま
ず
団

体
貸
出
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
の
担
当
者
に
私
が
選
ば
れ
、
そ
こ
で

の
仕
事
は
、
こ
れ
ま
で
図
書
館
と
の
交
わ

り
の
な
い
人
々
を
対
象
に
す
る
こ
と
で
、

勤
労
者
、
主
婦
、
寮
生
な
ど
の
グ
ル
ー
。
フ

な
ど
に
団
体
で
図
書
館
の
本
を
利
用
し

て

も
ら
う
こ
と
を
主
な
仕
事
と
す
る
も
の
で

し
た
。
団
体
貸
出
の
活
動
を
開
始
し
た
当
初
の

私
は
、
ま
ず
利
用
案
内
を
作
り
、
こ
れ
を
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持
っ

て
図
書
館
の
近
く
の
職
場
を
訪
れ
て

職
場
利
用
を
勧
め
た
り
、
各
種
の
団
体
名

簿
を
手
が
か
り
に
、
女
性
や
青
年
の
団
体

役
員
に
電
話
連
絡
や
戸
別
訪
問
を
し
て
宜

伝
に
つ
と
め
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
や
が

て
実
り
、
初
年
度
は
五
十
七
の
団
体
か
ら

利
用
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
当
時
は

巡
回
車
で
配
本
す
る
制
度
も
な
く
、
団
体

の
代
表
者
が
そ
の
団
体
の
構
成
員
と
と
も

に
図
書
館
ま
で
毎
月
本
の
交
換
に
通
っ
て

お
り
ま
し
た
。
明
日
の
本
の
交
換
日
に
貸

出
す
本
が
不
足
し
て
宿
直
を
利
用
し
て
遅

く
ま
で
本
の
整
理
を
し
て
準
備
を
し
た
こ

と
や
、
団
地
の
子
ど
も
文
庫
ま
で
電
車
に

乗
っ
て
本
を
届
け
た
こ
と
な
ど
懐
し
い
思

い
出
と
す
ば
ら
し
い
体
験
を
こ
の
担
当
で

得
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
時
に
子
ど
も
文
庫

と
出
会
い
、

子
ど
も
の
本
の
知
識
を
持

つ

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
私
が
こ
の
仕
事
か

ら
得
た
も
の
は
、
き
め
の
細
か
な
活
動
を

す
る
こ
と
で
利
用
者
か
ら
信
頼
さ
れ
て
そ

の
事
業
が
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
だ
と
思

う
に
至
っ
た
こ
と
で
す
。

司
書
講
習
で
学
ぴ
、
図
書
館
の
仕
事
で

利
用
者
か
ら
受
け
た
多
く
の
体
験
を
ふ
ま

え
て
、
住
民
の
暮
し
に
役
立
つ
親
し
み
や

す
い
図
書
館
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、

私
は
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
重
ね
た
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
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第
三
回
理
事
会
が

三
月
四
日
、
府
立
図

書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
の
理
事
会
以
降
の
活
動
に
つ
い

て
、
各
専
門
委
員
会
よ
り
報
告
さ
れ
た
後

平
成

三
年
度
の
会
務
報
告
（
案
）
決
算

（
見
込
）
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
と
し
て
、
相
互
協
力
委
員
会

か
ら
は
、
相
互
協
力
実
態
調
査
報
告
書
の

発
行
と
三
月
十
日
開
催
予
定
の
相
互
協
力

の
担
当
者
会
議
に
つ
い

て
、
広
報
委
員
会

か
ら
は
、
会
報
二
六
号
の
発
行
と

二
七
号

の
準
備
状
況
に
つ
い
て
、
研
修
研
究
委
員

会
か
ら
は
、
京
都
家
庭
文
庫
地
域
文
庫
連

絡
会
と
の
交
流
会
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
会
務
報
告
の
討
議
の
中
で
は
、
移
動
図

書
館
車
の
設
置
や
、
新
館
の
建
設
の
中
で

大
き
く
利
用
を
伸
ば
し
、
住
民
の
要
求
に

応
え
て
き
て
い
る
各
図
書
館

・
図
書
室
の

様
子
が
交
流
さ
れ
、
市
町
村
長
や
教
育
長

に
対
す
る
要
望
活
動
の
中
で
も
、
行
政
の

中
で
の
図
書
館
に
対
す
る
位
置
づ

け
が
高

ま
っ
て
い
る
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
中
で
は
そ
の
他
、
新
理
事
長
の

選
出
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
、
日
本
図
書

館
協
会
創
立
百
周
年
記
念
協
賛
事
業
に
つ

い
て
、
検
討
を
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
協
議
会
の
活
動
が
活
発
化
し

て
く
る
中
で
、
分
担
金
の
額
に

つ
い
て
検

討
を
始
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
回
理
事
会
報
告
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◎
第
一
回
理
事
会

日
時
平
成
三
年
五
月
十
四
日

場
所
京
都
府
立
図
書
館

協
議
事
項

1

平

成

二
年
度
会
務
報
告
（
案
）
及

ぴ
平
成
二
年
度
収
支
決
算
報
告
（
案
）

に
つ
い
て

2

平
成
三
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及

び
平
成
三
年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
3

平
成
三
年
度
定
期
総
会
に
つ
い

て

4

平
成
三
年
度
表
彰
職
員
に
つ
い

て

5

そ
の
他

◎
平
成
三
年
度
定
期
総
会

日

時

平

成

三
年
六
月
七
日

場
所
八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館

総
会
1

平
成
二
年
度
会
務
報
告

2

平
成
二
年
度
収
支
決
算

3

監
査
報
告

4

平
成
三
年
度
事
業
計
画

（案）

5

平
成
三
年
度
予
算

（案）

6

そ
の
他

＊
図
書
館
等
職
員
表
彰
式

十
七
名
の
職
員
の
表
彰

＊
記
念
講
浪
会

「
生
涯
学
習
時
代
の
図
書
館
の
課
題
」

講
師

上
杉
賓
氏
（
京
大
教
授
）

平
成
三
年
度

京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会

事

業

報

告

＊
施
設
見
学
八
幡
市
民
図
書
館
見
学

◎
「
会
報
25
号
」

乎
成
三
年
八
月

一
日
発
行

◎
一
泊
実
務
研
修
会

日

時

平

成

三
年
十
月
十
七

・
十
八

日

場
所
ア
イ
リ
ソ
ス
・

イ
ソ
城
陽

講
演
「
魅
力
あ
る
図
書
館
」

講

師

澤

田

正

春

氏

（
滋
賀
県
立
図
書
館
長
）

「雑
誌
•

新
聞
の
収

集
に

つ
い

て
」

「
図
書
館
職
員
の
接
遇
に
つ
い

て」

発

表

者

松

宮

透
氏

（
八
日
市
市
立
図
書
館
司
書）

「
図
書
館
の
建
築

・
館
内
レ
イ
ア
ウ
ト
」

講

師

鬼

頭

梓

氏

（
鬼
頭
建
築
設
計
事
務
所
長）

◎
第
二
回
理
事
会

日

時

平

成

三
年
十

一
月
十
五

日

場
所
京
都
府
立
図
書
館

1

「
公
立
図
書
館
振
興
に
関
す
る
要

望
書
」
等
に
つ
い
て

2

平
成
三
年
度
上
半
期
事
業
に
つ

い

て
3

平
成
四
年
度

・
五
年
度
役
員
選
出

に
つ
い
て

◎
「
会
報
26
号」

平
成
三
年
十
一
月
二
十
五
日
発
行

◎
研
修
研
究
委
員
会

＊
京
都
家
庭
文
庫
地
域
文
庫
連
絡
会
と

の
交
流
会

日

時

平

成

四
年
二
月
二
十
五
日

場
所
田
辺
町
立
中
央
図
書
館

◎
第
三
回
理
事
会

日
時

平
成
四
年
三
月
四
日

場
所
京
都
府
立
図
書
館

協
議
事
項

1

乎
成
三
年
度
会
務
報
告
（
案
）
に

つ
い
て

2

乎
成
三
年
度
収
支
決
算

（
見
込
）

に
つ
い
て

3

平
成
四
年
度

・
五
年
度
役
員
の
選

出
に
つ
い
て

4

日
本
図
書
館
協
会
創
立
百
年
協
賛

事
業
に
つ
い
て

5

専
門
委
員
会
報
告

6

そ
の
他

◎
相
互
協
力
担
当
者
会
議

日
時

平
成
四
年
三
月
十
日

場
所
京
都
府
立
図
書
館

内
容
相
互
貸
借
実
態
調
査
報
告
等

◎

「
会
報
27
号」

平
成
四
年
三
月
十
五
日
発
行

場
所

名
古
屋
市

＊
全
公
図

・
整
理
部
門

日
時
平
成
四
年
九
月
十
日
（
木
）

i

十

一
日
（
金
）

富
山
市
高
志
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

場
所

＊
全
国
図
書
館
大
会

日
時

平
成
四
年
十

一
月
十
七
日

（火

ー
十
九
日
（
木

日
本
図
書
館
協
会

全
国
研
究
集
会
等
一
覧
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場
所

＊
全
公
図

・
奉
仕
部
門

日
時
平
成
四
年
九
月
十
七
日
（
木
）

ー
十
八
日
（
金
）

場
所
水
戸
市
県
民
文
化
セ
ソ
タ
ー

＊
全
公
図

・
参
考
事
務
分
科
会

日
時

平

成

四

年

十
月
一
日
（
木
）

ー
ニ
日

（金）

場
所
福
岡
市
福
岡
サ
ソ
パ
レ
ス

＊
全
公
図

・
児
童
図
書
館
分
科
会

日

時

平

成

四
年
十
月
八
日
（
木
）

ー
九
日
（
金
）

青
森
市
文
化
会
館

/
/
/
／
／
／
/
／
/
/
／
/
／
/
／
/
/
/
/
/
/
／
/
/
／
/
／
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「
人
権
を
学
ぶ
図
書
展
」

を
実
施
し
て

福
知
山
市
立
図
書
館

本
館
で
は
、
十
二
月
の
人
権
週
間
に

「
人
権
を
学
ぶ
図
書
展
」
を
十
二
月
七
日

か
ら
十
五
日
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。

一
九
八
四
年
―
二
月
十
日
、
国
連
に
お

い
て
世
界
人
権
宣
言
が
決
議
さ
れ
、
「
人

類
社
会
の
す
べ
て
の
構
成
員
の
固
有
の
尊

厳
と
、
平
等
で
譲
る
こ
と
の
出
来
な
い
権

利
と
を
承
認
す
る
こ
と
は
、
世
界
に
お
け

る
自
由
、
正
義
お
よ
び
平
和
の
基
礎
で
あ

る
」
と
宣
言
さ
れ
て
か
ら
四
十
三
年
に
な

り
ま
す
。

世
界
人
権
宣
言
の
基
本
精
神
は
、
あ
ら

ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、
人
権
を
確
立
す
る

こ
と
こ
そ
が
、
恒
久
平
和
を
実
現
す
る
道

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
、
国
際
連
帯
を
重
視
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

宣
言
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、

国
際
人
権
規
約
や
、
人
権
差
別
・
女
子
差

別
撤
鹿
条
約
な
ど
数
々

の
条
約
が
採
択
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
な
お
南
ア
・
ア
パ
ル
ト
へ

イ
ト
が
あ
り
、
わ
が
国
に
は
、
部
落
差
別

・

在
日
外
国
人

・
障
害
者
問
題
な
ど
、
深
刻

な
差
別
問
題
が
生
き

て
お
り
幸
せ
に
生
き

る
権
利
を
疎
外
し
て
い
ま
す
。
私
逹
一
人

ひ
と
り
の
幸
福
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
も
今
一
度
人
権
に
つ
い
て
正

し
い
認
識
と
理
解
を
深
め
、
図
書
館
活
動

を
通
し
て
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

占
〗

木
津
町
で
は
、
木
津
小
学
校
前

に
建
設
中
だ
っ
た
木
津
町
中
央
図

書
館
が
完
成
、

二
月
二
十
八

日
に

開
館
し
ま
し
た
。

こ
の
図
書
館
は
、
旧
図
書
館
が

老
朽
化
し
、
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
の
中
心

地
に
ふ
さ
わ
し
い
未
来
型
図
書
館

を
め
ざ
し
て
新
築
し
ま
し
た
。

新
し
い
図
書
館
は
、
鉄
筋
コ
ソ

ク
リ
ー
ト
ニ
階
、
地
下
一
階
建
て、

延
べ
千
九
百
五
平
方
メ
ー
ト
ル
。

「
明
る
＜
」
「
広
く
．．． 

」
「
き
れ
い・:」

な
図
書
館
と
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
利
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

木
津
町
中
央
図
書
館

新
設
オ
ー
プ
ン

ハ
イ
テ
ク
を
駆
使
し
た
未
来
型
図
書
館

を
目
指
し

て
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
図
鑑
を

府
内
で
初
め
て
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

パ
ソ
コ
ソ
で
見
る
図
鑑
で
、

分
厚
い
図
鑑
の
デ
ー
タ
ー
を
ま
る
ご
と
ソ

フ
ト
化
し
、
ワ
ソ
タ

ッ
チ

で
調
べ
た
い
項

目
を
パ
ソ
コ
ソ
画
面
に
呼
び
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

読
み
た
い
本
の
書
名
ま
た
は
著
者
名
を

入
力
す
る
と
館
内
の
本
の
位
置
を
画
面
で

図
示
し
て
く
れ
る
コ
ソ
ビ
ュ
ー
タ
ー
端
末

機
を
六
月
か
ら
入
れ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、

本
の
著
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
が
不

明
の
と
き
、

書
名
な
ど
の
一
部
を
入
力
す

れ
ば
書
名
、
著
者
名
な
ど
が
わ
か
る
検
索

シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

ピ
デ
オ
、

C
D
コ
ー
ナ
ー
は
ワ
イ
ヤ
レ

ス
ヘ
ッ
ド
ホ

ソ
で
楽
し
め
る
図
書
館
で
す
。

レら

全等 ＼、
--```し。-、、S

‘“‘̀ 



(4) 

国
国
向
囚
い
団

内

お館
に本 （京都市東山図書館）
けのた三十＾え来 ま背
る位゜ 千六利‘八昭れに 東
老置 八名用 平年 和た‘山
人す 百‘者成‘五清数図
独る 六へ塁二蔵十水多 書
居東 十貸 年 書八坂＜館
世山 三出五度数年ののは
帯区 冊冊万のは五鵬 名 ‘
のは を数二利五月に所東
割 ‘ 数-千用万の在

り
旧山

合京 え十八状冊開 跡連
が都 ま 二百 況を館まに峰

す
有市 し万六は超以 。囲を

数
で
あ
る
う
え
、

近
年
の
地
価
高
騰
に
伴

う
人
口

の
減
少
が
著
し
い
地
域
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
う
利
用
者
減
少
の
た
め
の

対
策
と
し
て
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し

た
選
書
や
レ

フ
ァ
レ

ソ
ス
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、

お
は
な
し
の
会
（
紙
芝
居
と

読
み
聞
か
せ
・
ビ

デ
オ
上
映
等
）
や
時
期

に
因
ん
だ
図
書
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る

な
ど
、
各
種
行
事
の
実
施
に
も
力
を
注

い

で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
館
に
は
壁
面
の

空
間
を
利
用
し
た
ミ
ニ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
が
あ

り
、
区
内
の
方
々

の
絵
画
・
水
墨
画

・
写

真
等
の
作
品
を
常
時
展
示
し
て
お
り
、

「
絵
の
あ
る
図
書
館
」
と
し
て
来
館
者
に

親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

享門委貴会ニュー ス

相
互
協
力
委
員
会
は
、
先
に
実

施
し
ま
し
た
「
相
互
貸
借
実
態
調

査
」
の
ま
と
め
を
す
す
め
て

い
ま

す
。今
回
の
調
査
結
果
の
特
徴
的
な

こ
と
は
相
互
貸
借
冊
数
が
前
回
調

査
（
昭
和
六
十
一
年
）

と
比
較
し

て
約
四
倍
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。

そ
の
背
景
と
し
て
、
南
部
地
域

ヘ
府
立
の
連
絡
協
力
車
の
運
行
が
、

月
二
回
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
調
査
で
、
相
互

貸
借
の
あ
り
方
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
な
ど
の
課
題
、
府
立
の
機

能
の
一
層
の
充
実
、
府
立
総
合
資

相
互
貸
借
四
倍
に

府
立
の
連
絡
協
力
車
へ
の

期
待
高
ま
る

週
休
二
日
制
が
定
着
し
つ
つ

あ
り
、

平

成
四
年
度
か
ら
は
、
学
校
五
日
制
も
実
施

さ
れ
る
予
定
の
今
日
、
図
書
館
の
果
た
す

役
割
は
今
ま
で
以
上
に
大
き
く
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
本
館
と
い
た
し
ま
し
て
も
生

涯
学
習
社
会
に
対
応
し
、

か
つ
住
民
に
愛

さ
れ
、
親
し
ん
で
利
用
さ
れ
る
た
め
に
も
、

よ
り

一
層
励
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て

お
り
ま
す。

よ
り

ノ
＼
／
ヽ

r‘rAt

料
館
の
資
料
貸
出
な
ど
に
つ
い
て
の
要
望

も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
近
く
調
査
報
告
書

を
配
布
し
ま
す
の
で
活
用
下
さ
い
。

ま
た
、
委
員
会
で
、
各
館
の
実
態
を
交

流
し
て
は
ど
う
か
、
そ
の
話
し
合
い
も
行

わ
れ
、
次
の
と
お
り
担
当
者
会
議
を
開
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

＊
相
互
協
力
担
当
者
会
議

と

き

三
月
十
日

（
火
）
午
後
1
.
3
0

と
こ
ろ
京
都
府
立
図
書
館
研
修
室

内
容
相
互
貸
借
実
態
調
査
報
告

相
互
貸
借
実
施
要
項
に
つ
い
て

各
館
か
ら
の
報
告
・
協
議

以
上
の
内
容
で
開
か
れ
ま
し
た
。

（
相
互
協
力
委
員
長
森
善
之
）

京
図
連
広
報
委
員
会
は
、
こ
の
二
年
間

京
都
府
市
町
村
（
図
書
館
等
）
の
機
関
紙

と
し
て
、
活
発
な
活
動
や
情
報
を
各
加
盟

館
に
会
報
で
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
、
加
盟
館
の
皆
様
方
か
ら

の
情
報
を
提
供
し
て
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
お
陰
と
、
広
報
委
員

一
同
、
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
会
報
27
号
を
発
行
致
し
ま
し
て

四
月
よ
り
新
メ
ソ
バ
ー
と
交
替
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
ご
執
筆
を
頂
き

ま
し
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
（
広
報
委
員
長

富
田
純
造
）


